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2020年度「未来の教室」
三重県におけるSTEAM教育事業

Institution for a Global Society 株式会社
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① COVID-19に対応できる、CASEをテーマとした
STEAM教育コンテンツとプラットフォームの開発

② STEAM教育の学習効果に関する総合的な評価の開発

教科等の内容

資質・能力

教科の学習を通じて
能力を習得する

気質

・課題設定
・批判的思考
・論理的思考
・ITツールを

使いこなす能力
・表現力
・創造性
・協働性
・メタ認知

・公共
・技術
・データ分析

と活用
・数学的表現
・確率

教科の内容を習得する
ために、能力を使う

事業の目的
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コンピテンシー評価と
フィードバック

理数探究能力の評価

現状把握と
フィードバック

CASEシミュレーター
によるPBL

効果検証と
フィードバック

学ぶことで企業価値が
高まるPBL

コンピテンシー評価と
フィードバック

教育コーチ監修
ルーブリック評価

プログラムの全体像
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STEAM講座一覧（フルバージョン）
No. 内容 学習指導要領

1 会社の価値について考えよう

2 起業家に必要な能力について
考えよう

3 起業するCASE社会を知ろう

4 事業計画書の作成
企業価値の発表

5 モビリティサービスに影響
するP（政治）を考えよう

公共「自立した主体としてよりよい社会の
形成に参画する私たち」

6 モビリティサービスに影響
するE（経済）を考えよう

公共「自立した主体としてよりよい社会の
形成に参画する私たち」

7 モビリティサービスに影響
するS（社会）を考えよう

公共「自立した主体としてよりよい社会の
形成に参画する私たち」・「持続可能な社
会づくりの主体となる私たち」

8 モビリティサービスに影響
するT（技術）を考えよう

技術・家庭「材料と加工に関する技術」・
「エネルギー変換に関する技術」
「情報に関する技術」

9 事業計画書の作成
企業価値の発表

10 データ分析に挑戦しよう
数学Ⅰ「データの分析」
数学C「数学的表現の工夫（統計）」
情報Ⅰ
「情報通信ネットワークとデータの活用」

No. 内容 学習指導要領

11 エリアマーケティングの方
法を知ろう

2022年～ 「地理総合」 未決定ではある
が、 地図と地理情報システムの活用

12 地方自治体を深く知ろう 2022年～ 「地理総合」 未決定ではある
が、 地図と地理情報システムの活用

13 事業計画書の作成
企業価値の発表

14 市場規模を推定しよう 数学B「数学と社会生活」

15 マーケティング調査をしよ
う

情報Ⅰ
「情報通信ネットワークとデータの活用」
数学Ⅰ「データの分析」

16 売上予測のシナリオを作ろ
う

数学A 「場合の数と確率」
情報Ⅰ「コンピュータとプログラミング」

17 事業計画書の作成
企業価値の発表

18 戦略論を学ぼう

19
事業計画書の作成
プレゼン
企業価値の発表

20 振り返り

※事業計画書作成には２時間使うこともあり

実証内容（STEAM講座の開発）
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No. 内容 学習指導要領

1 会社の価値について考えよう

2 起業家に必要な能力について考えよう

3 事業計画書の作成・企業価値の発表

4 データ分析に挑戦しよう
数学Ⅰ「データの分析」
数学C「数学的表現の工夫（統計）」
情報Ⅰ 「情報通信ネットワークとデータの活用」

5 エリアマーケティングの方法を知ろう 2022年～ 「地理総合」 未決定ではあるが、 地図と地理情報システムの活用

6 地方自治体を深く知ろう 2022年～ 「地理総合」 未決定ではあるが、 地図と地理情報システムの活用

7 事業計画書の作成・企業価値の発表

※No.1と2については、１コマでまとめた

短縮バージョンについては、下記の視点で組み立てた
・STEAMを意識し、数学要素を取り入れた内容を選定
・新しい学習指導要領で入ってくる地理情報システムを取り入れた内容を選定
・CODAPやRESASといったツールを実際使いながら考えることで視野を広げ、好奇心を刺激する

※No.5と6については、１コマでまとめた

実証内容（STEAM講座の開発）
STEAM講座一覧（短縮バージョン）
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①テーマに関する動画を視聴 ②ワークで使用する分析ツールの使い方を理解する（動画）

③ワークを実施

分析ツール（CODAP）を
駆使してワークを進める。

実証内容（システムの開発（STEAM講座））
例：データ分析に挑戦しよう
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【補足】ワークでは、地域経済分析システム（RESAS：リーサス）
と観光予報プラットフォームを使用するため、その使い方も学びます。

◀RESAS

観光予報▶
プラットフォーム

シミュレーターワークの流れ（一部）
例：エリアマーケティングの方法を理解しよう（GIS）

①テーマに関する動画を視聴

②ワークを実施
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実証内容（システム開発（STEAMコンピテンシー評価の開発））
選択式（仮説を立てる、など）

記述式（新たなアイデアを創造）

点数分配形式（批判的思考）
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対象 ：高校3年生 22名
講座内容：デザイン思考によるPBL授業37コマ＋シミュレーション教材（フルバージョン）23コマ
シミュレーションによる講座期間：2020年10月26日～2021年1月25日
受検日 ：1回目 2020年10月、2回目 2021年1月
測定項目：課題設定、創造性、論理的思考、疑う力、個人的実行力、決断力、自己効力、耐性、

ヴィジョン、興味、表現力、柔軟性、共感・傾聴力、影響力の行使、地球市民（15項目）
Ai GROWの事前事後分析（一部） 課題設定や論理的思考など認知系のコンピテンシーが伸びたほか、ヴィジョンや

興味、影響力の行使なども全体的に伸びていた。
事業計画書を何度も再考し妥当性や論理性を意識することにより、認知系が伸び
たのではないかと考える。また、起業家トレーニングゲームの始めに、起業家と
して必要な能力を明示しているため、生徒も意識して臨み、ヴィジョンや興味な
どのコンピテンシーが伸びたのではないか。

実証内容（STEAM講座の実施：三重県立宇治山田商業高等学校）

• 全体的に１コマと考えて作成した授業内容のボリュームが多く、ワークが中
途半端になってしまった。もっと時間があれば生徒がより思考を深め、新し
いツールをより使いこなすことができただろうと思う場面が多かった。

• １コマの進度の目安は授業前に毎回明示していたが、シミュレータの性質上、
次々と課題を提出して進め、思考を深めきれていないグループも出てきた。

• MaaSやCASEの事例やニュースにとらわれてしまい、アイデアを発散させ
ることが難しかった。

• フルバージョンでは、事業計画を何度も再考する機会が提供できたため、
よりよいサービスを目指した議論が深まっていた。

＜授業の振り返り・課題＞
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８月

11月 12月

生徒の授業日誌のテキストマイニングを行った結果、11月、12月がワ
クワク（面白い、すごい、驚く等）につながるワードが多かった。
この時期は、PEST分析、データ分析、マーケティング調査方法など、
通常授業では得られなかった事業計画書作成に役立つ新しい知識を得
ることができるとともに、CODAP、RESAS、観光予報プラット
フォーム等、自分たちで手を動かして実際使ってみる、調査してみる
というワークがワクワクを与えたのではないかと考える。

実証内容（STEAM講座の実施：三重県立宇治山田商業高等学校）
個人の授業日誌のワード（ワクワク）分析
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先生の感想（抜粋） 生徒の感想（抜粋）
• 映像教材を見てから課題に取り組み、分からないところがあれば、

コンテンツを再度見直したり、インターネットを利用して調査し
たりと柔軟に取り組むことができた。

• 学習したエリアマーケティングなどの考え方や統計情報などから、
ビジネスプランを再度見直し、事業計画書の作成と改善に取り組
む姿がみられた。

• 企業価値シミュレーションの算出は、妥当性や魅力度をどう上げ
ていくかをゲーム感覚で取り組むことができ、楽しみながら学ぶ
ことが出来たように思う。

• オンラインを利用するGoogleClassroomやMeetなどのツール活
用に慣れるまで少し慌ただしい場面もあったが、オンラインでの
質疑応答なども可能となり、慣れると例年よりも充実した授業展
開となった。

• 未来の教室の授業で知らないことをたくさん知って生徒たちの世
界は広がったと感じる

• 私たちが当たり前に思っていることを生徒たちは新鮮に感じるん
だなということもこの授業を通して感じることができた

• 数字として出ているデータをどのように視覚的に表し、分析するの
かということを学んだが、やり方一つ変えるだけで、たくさんの物
の見方を知ることが出来た。人によって、考え方やとらえ方が異な
ることが分かった。

• いかに社会に役立てていくかを考えて実行するかが、企業の価値を
高めるのに役立つのだとわかった。

• RESASはとても便利であると感じた。CODAPに感動した。

• ただ単にどこかに会社をたてるのではなく、どこに拠点を作れば需
要と供給が一致するのかと考える必要があり、事業をはじめるのは
簡単ではないなと思った。

• 自分たちのサービスが本当にあれば、将来の三重県を支えることが
できると思った。

• いろいろなことを調べ課題を答えていくことで自分の知識も高まる
し、いろんなことに気づくことができることを学んだ。

• 週3時間もあり、内容も濃くて大変だったが、このようにビジネス
を考えたり発表することはなかなかないと思うので、いい経験に
なったと思う。

実証内容（STEAM講座の実施：三重県立宇治山田商業高等学校）
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三重県でのロードマップ

①MaaS／CASEを
テーマとした

STEAMプログラム

②STEAMライブラリー
による

STEAMプログラム＋
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ROADMAP①

MaaS／CASEを
テーマとした

STEAMプログラムの
展開

宇治山田
商業高等学校

2020 2021 2022 2023 2024

名張青峰
高等学校

四日市工業
高等学校

四日市商業高等学校
津商業高等学校
松阪商業高等学校
名張高等学校
津工業高等学校

工業高校
農業高校

８校

12校
17校
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ポイント
・データ化、可視化
・ICT化の導入としての使い勝手
・福井先生が広報（良い面と課題を説明することで説得力強化）

三重県教育委員会事務局高校教育課が主導のもと、以下を実施
・福井先生による、他校への説明会
・実証事業の授業見学会（オフライン、オンライン）11月
・教頭会を対象とした勉強会で、未来の教室事業の説明会 1月
・第６回三重県総合教育会議（知事主催）での実証事業説明

テーマ「未来を創造する力の育成」1月19日
本来は授業見学の予定だったが、オンラインで説明

拡大に向けた三重県との連携
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